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老球の細道２２３

バスケットボール・デイフェンス考

会津バスケットボール協会 室 井 冨 仁

中学校、ミニのカテゴリーにおいてマンツーマンデイフェンスの縛りが設けられる。そ

のためにマンツーマンデイフェンスのクリニックを今年度何件か依頼され実施した。つい

先日も坂下、謹教ミニの合同クリニックにおいてマンツーマンデイフェンスの指導をした。

デイフェンスとは何か。私は「オフェンスのやりたいことをさせないで、オフェンスの

得点を簡単に許さず、ボールを獲得することである」と考える。これに基づいて、練習す

る要素を大きく分けると「個人デイフェンス」「コンビネーションデイフェンス」「チー

ムデイフェンス」の三つになる。さらにそれらの目的を簡単に整理すると次のようになる。

１・個人デイフェンス

①ボールマンデイフェンス：キャッチ＆シュートを打たせない。ミドルへドライブさせな

い。ペイントエリアにドライブで進ませない。

②デイナイデイフェンス（オフボール・ワンパスアウエイ）：シュートエリアでボールを

もらわせない。ドライブをヘルプする。

③ヘルプデイフェンス（オフボール・ツーパスアウエイ）：味方が抜かれたのをヘルプす

る。自分のマークマンのフラッシュカットを止める。

これらの目的を達成するために、「正しい姿勢（広義のスタンス）５原則」と「５つの

仕事」という二つのキーワードをポイントにして「面」で守る。５原則とは「スタンス（狭

義の構え）」「スペース（オフェンスとの距離）」「ポジション（マッチアップマンに対す

る自分の場所）」「ビジョン（どこを見るか）」「コミュニュケーション」。５つの仕事とは

「フットワーク（足の使い方）」「ハンドワーク（手の使い方）」「ヘッドワーク（頭の使

い方）」「チームワーク」そして「ハローワーク（労働でひたすら動く）」。

２・コンビネーションデイフェンス：隣のプレイヤーと協力して「壁」を作って守ること。

パス＆ラン、ドライブ、スクリーン等に対してどう守るかをチームでルール化する。

３・チームデイフェンス：３人目のローテーションを含めチーム一丸となってゴールを囲

むよう「城壁」を作って守ること。それぞれがボールマンとマッチアップマンのポジショ

ンによって移動しながら、パス＆ラン、ドライブ、スクリーン等に対してどのようにヘル

プ、ローテーションするかをルール化する。

これらのデイフェンス指導をする過程で「デイフェンスの３悪人」が登場することがあ

る。①声を出さない。声はチームの接着剤である。②ハリーバックしない。自分がミスを

してもデイフェンスに急いで戻らないで他人に尻拭いさせる。③無理しない。スタミナを

温存して一生懸命動かない。３悪人はベンチでお尻を温めるルールも時には必要となる。

デイフェンスで大切なことは守り方を理解し、それをハッスルして行うこと。ＮＣＡＡ

（全米大学）で最近デイフェンス力で台頭してきたバージニア・コモンウエルズ大学（Ｖ

ＣＵ）のシャカ・スマートＨＣはデイフェンスの秘策は何かと問われたところ「秘策？そ

んなのは何もない。抜かれたら一生懸命追いかけること」とシンプルに答えている。

バスケットボールの面白さはオフェンスにあり、勝負の面白さはデイフェンスにある。

デイフェンスの面白さを知ったら、バスケットボールの魅力から一生逃れられない。


